
京
町
民
主
役
町
内
の
手
。
芳
寺
院
先
人
の
拝
甥
で
、
町一
-
と
申
町
有
之
陸
。
是
も
割
朝
公
よ
り
叫
利
町
縫
寄
附

一
粁
誹
。

一
拍
二
十
九
年
四
月
曲
を
以

τ勘
定
の
話
量
車
置
を
劉
4

m利
長
と
従
兄
渇
で
あ
っ
た
。
天

E
十
~h

年
こ
且

一
紋
に
有
之
大
討
の
よ
し
巾
悼
候
。
』
と
併
し
て
民
る
。

一

オ
ホ
生
ニ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ

大

谷
白
山
静
詰

一
は
り
、
四
十
二
年
十
月
蹴
七
十
九
青
以
て
摂
し
た
。

-

間
前
焼
石
械
の
肢
に
剥
長
に
従
ひ
、
海
戦
円
増
も
功
が

一
し
か
し
独
久
の
下
文
と
い
」
も
の
は
、
そ
の
畑
町
サ
ゲ
得

一
珠
洲
川
大
谷
に
銀
座
L
、
今
は
白
山
制
枇
と
絡
す

一
決
民
盟
初
め
泌
鰐
を
明
倫
堂
の
ハ
イ
士
一
償
法
薬
及
び
長

あ
っ
た
。
致
容
古
兵
談
に
は
、
前
附
方
の
一
番
来
は

一
ぬ
か
ら
偶
作
で
あ
ら
う
。

一
る
。
式
内
等
的
批
犯
に
、『
大
谷
白
山
訓
枇
。
商
務
郷

一
弁
平
古
田
に
受
け
、
好
ん
で
詩
荷
作
っ
た
。

太
旧
事
際
次
と
松
平
久
兵
衛
門
限
定
)
で
あ
っ
た
と
部
一

オ
ホ
生
エ
大
谷

珠
洲
消
商
出
郷
に
回
す
る
部

一
大
谷
村
銀
座
。
部
枇
也
。
』
と
あ
る
。

一

オ
ホ
タ
モ
ト
サ
ダ
太
田
元
貞

辺
勝
乙
之
助
・忠

生
氏
郷
方
の
犯
抗
日
に
あ
る
と
服
せ
る
。

十
八
年
又
八

一
部
。
能
殺
布
跡
芯
に
、
『
大
谷
。
片
山
口
よ
り
一
民
=
二

オ
ホ
h
F
z
a
ウ
ゲ

大
谷
峠

珠
洲
部
内
山
小
宇

一
政
才
佐
、
宇
は
公
幹
、
錦
城
と
脱
し
た
。
大
山
師
寺

王
子
城
の
攻
礁
に
加
り
、
開
催
長
二
年
九
用
但
山内
守
に
一
町
。
家
政
ご
百
軒
許
b
o
近
岡田
の
大
村
也
o
此
村
は

一
活
怖
か
ら
、
大
谷
小
字
則
点
へ
迦
え
る
峠
。

一
円
伎
の
侍
憤
慨
凶
玄
皿
刊
の
七
努
で
、
順
析
の
弟
で
あ

任
ぜ
ら
れ、
荒
年
白
役
に
は
先
鈴
の
怖
と
な
り
、其
の

一
菅
平
大
納
言
時
忠
卿
の
友
滋
の
地
に
て
、
そ
の
一
泊
跡

一

オ
ホ
hm
ニ
ヅ
カ
大
谷
塚

刑
制
咋
郷
羽
咋
に
あ
ろ

一
る
。
天
明
十
三
年
元
貞
十
九
段
に
し
て、

践
例
府
中

後
大
器
寺
城
の
留
守
と
な
っ
た
が
、
七
年
五
月
四
日

一
色
A

あ
り
云
k
o
則
昨
忠
卿
の
子
孫
と
て
、
則
定
惣

一
首
相
引
で
、
も
と
本
念
寺
の
境
内
に
回
し
て
民
た
o
大

一
の
市
箇
都
道
策
の
家
に
寮
は
れ
た
が
、
聞
耳
年
離
別
し

利
回
投
は
、
杭
山
長
知
に
命
じ
て
、太
町
長
知
を
金
海
域
」
左
衛
門
と
い
ふ
一
町
村
百
姓
、
飢
跡
に
あ
り
。
家
後
に

一
正
六
年
九
月
石
城
別
一
止
の
御
誌
と
治
定
せ
ら
れ
た
。

一
て
江
戸
に
上
り
、
防
青
山
本
北
山
に
怨
ん
だ
o
Mに

中
に
斬
殺
せ
し
め
た
o
松
山
の
太
田
を
討
た
ん
と
し
一
時
忠
則
の
古
田
相
あ
り
一
古
々
。
父
此
村
に
此
卿
の
脳
同

一

オ
ホ
生
ニ
ノ
ヨ
リ
カ

ホ

大

谷
の
頼拍車

l
ヨ
リ

一
し
て
元
点
生
徒
に
教
へ
、
飢
披
刻
抗
日
-
飛
耳
m
M
門
編

た
時
、
太
聞
は
万
を
放
い
て
円
相
山
を
突
い
た
が
、
俊

一
と
て
.
抗
告
を
家
名
に
呼
ぶ
者
十
二
人
あ
り
。
刺
殺
・
一
カ
不
服
録
。

一
等
を
諾
し
て
名
聾
忽
ち
揚
っ
た
。
水
戸
侯
之
仇
吋
聞
い

中
の
鋭
に
中
っ
て
似
つ
け
ら
れ
ず
、
秘
山
即
ち
一
件
び

で
頼
光
・籾
政
・衆
政
・政
組
・友
安
友
吉
・肋
友
・苦
縦
・
一

オ
ホ
h
F

ハ一
7

大
田
原

凶
荒
川
山
川
郷
に
邸
す

一
て
聡
せ
ん
と
し
た
が
、
祖
む
も
の
が
あ
っ

て
果
さ
な

打
っ
て
太
凶
を
引
出
し
た
。
利
長
も
亦
紡
山
を
助
け
ん

一
凶
苦
・助
光
・則
定
、
是
宇
一
大
谷
の
イ
二
名
と
い
ふ
。

一
る
部
稿
。

一
か
っ
た
。
後
吉
川
侯
幣
そ
厚
く
し
て
之
そ
招
き
、
仰

と
L
、
自
ら
手
鉛
を
鋭
へ
て
拐
に
臨
ん
だ
o
次
い
で

一
中
に
も
籾
銑
は
山
廻
役
に
て
、
利
家
公
の
御
器
付

・
一

オ
ホ
ダ
ヒ
ラ

大
平

村
一
日
夕
以
来
捌
四
位
の
内

一
子
の
お
に
岱
を
講
ぜ
し
め
た
o
交
政
=
手
元
山
暇
を

利
長
は
、
浅
野
将
来
を
詮
は
し
て
、
太
仰
の
守
備
し

一
御
技
符
を
頂
戴
あ
ふ
り
0
』
と
あ
り
、
交
文
化
イ
凶
年
郡

一
の
小
字
。

一
誠
ひ
て
京
聞
に
遊
ん
だ
が
、
搭
紳
棋
士
皆
微
閉
山
せ
ざ

た
大
掛
等
城
-V牧
め
し
め
た
が
、
太
聞
の
庖
吉
川
出
茂

一
方
相
官
上
に
は
‘『
大
符
村
よ
り
牢
前
科
山
の
拠
に
附
跡

一

オ
ホ
ダ
ヒ
ラ

大
卒

何
一
一
以
前
仰
隣
糊
の
内

一
る
は
な
か
っ
た
o
是
に
於
い
て
加
白
山
間
前
前
川
開閉聞

右
衛
門
・
腿
内
木
工
之
を
恨
み
、
利
長
の
親
都
を
得

一
有
之
、
平
大
納
言
時
忠
卿
の
御
陵
町
と
巾
山
m
候
o
H
一
の
小
子
。

一
は
、
銅
城
が
封
外
の
質
問
た
る
脅
惜
し
み
、
涯
に
吉

る
に
及
ん
で
漸
〈
命
を
奉
じ
た
。
後
城
山
長
秀
・律

一
子
孫
と
巾
仰
、
此
既
に
院
佐
竹
候
百
姓
有
之
候
O
』
と

一

オ
ホ
ダ
ヒ
-
7

大
卒

汁
日
同
一
全
部
宇
出
法
山

一
旧
侠
に
前
ひ
、
}
九
年
八
且
十
四
日
椴
二
百
石
柁
賜
う

m蹟
久
を
こ
L

に
民
ら
し
め
、
太
聞
の
治
領
一
一
品
五

一
記
す
る
。
時
忠
の
坂
と
い
ふ
も
の
は
昨
山
口
で
な
い
。

一
分
の
内
の
小
子。

一
て
版
部
に
班
せ
し
め
、
別
に
役
料
百
石
を
奥

へ
た
。

千
石
は
杭
山
に
加
賜
せ
ら
れ
た
o
太
聞
の
滋
せ
ら
れ

一

オ
ボ
ダ
-
一

御
保
谷
能
美
郡
大
杉
の
内
の
小
手
。

一

オ
ホ
h
F
Z

ノ
リ

太
田
美
農
皇

訪
は
提
訴
。
幼

一
八
年
四
月
三
十
三
日
江
戸
に
授
。
平
年
六
十

一
、
谷

た
理
問
け
明
ら
か
で
な
い
。
悶
に
い
ふ
。
太
闘
も
杭

一

オ
ホ
タ
Z

ガ
ハ

大
谷
川

臨
向
山
大
川
領
の
巾

一
名
航
縦
、
後
山H
m
出
E
H
・肌古
川両
県
と
改
め
、
主
総
を
蹴

一
中
一
一
米
院
に
興
る
。
疑
問
録
・
九
終
必
・
大
限
卯
附
・

山
も
札
ハ
に
柿
仰
を
同
じ
く
し
て
ゐ
た
こ
と
は
臨
れ
で
あ

一
之
谷
か
ら
抗
出
L
、
M
舗
で

ω知
仰
に
入
る
。
枕
院

一
と
し
た
。
天
保
イ
二
年
余
仰
に
生
ま
る
。
突
耕
民
間
四

一
中
版
原
附
・梧
窓
山
田
範
・容
な
出
品
州
内
容
の
諸
都
甚
だ
多

る
が
、
包
括
長
行
と
し
た
も
の
も
あ
る
。
初
秘
で
も

一
四
粁
除
。

一
そ
以
て
老
照
村
引
氏
に
品
川
へ
、
業
態
恩
を
間
間
目
黒
川

一
い。

あ
ら
号
か
。

一

オ
ホ
生
ニ

ガ
ハ

大
谷
川

開
品
川
古
城
の
城
山
県
安
に
閉
山
し
た
。
時
に
年
十
況
。
次
い
で
お
永
三
年

一

オ
ホ
h
F

モ
リ
カ
ツ

大
田
盛

一

泊
稽
矧
抗
郎
・

オ
ホ

Z
大
谷
能
美
郡
山
鍋
谷
の
東
南
方
に
あ

一
大
符
か
ら
渡
し
、
北
枕
し
て
大
門
川・
清
水
川
・木
綿

一
大
坂
に
遊
び
て
緒
方
洪
胞
の
門
に
入
。
、
逢
に
部
一
郎

一
忠
兵
衛
・
政
府
・小
助
・
小
叉
肋
o
w訪
日
=
存
資
父
掛
川

る
翌
日
で
、
そ
白
水
鍋
谷
川
に
入

オ
ホ
h
F
-
一
大
谷
河
北
郡
九
折
に
闘
す
る
地
名
。

詮
久
七
年
十
且
十
九
日
附
の
下
=
倶
利
伽
総
長
祭
寺

山
は
附
川
等
間
山
-
可
v
A
Y
同
問
中
停
R

止
地
問
液
晶
妨
四
日R
内

-m

と
山
間
部
し
た
文
鶴
に
、
北
限
=
大
谷
水
流
-
と
あ
っ

て
、
=
一
州
紀
問
に
は
そ
れ
を
『
九
折
村
領
之
内
、大
谷

オ
ホ

二
五


